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平成25年度　第7回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成25年11月11日（月）18:00～20:20
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長、石田委員、下村委員、曽和委員、田中丸委員、中谷委員、福田委員、道奥委員
計8名（欠席：多々納委員、中嶋委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 二級河川佐野川水系の河川整備計画（変更原案）について
○河川環境の整備と保全に関する目標では、河川沿い・周辺の土地利用が変化するので、河川状況の変化や地域の個性についても触れてはどうか。
○多自然川づくりイメージ図で、河床部分に石が並べてあるようにみえるが、みお筋を固定化することにならないか。みお筋はある程度自由に動くようにするべき。
○多自然川づくりについては、イメージパースをつけた方がわかりやすい。周囲の景観と調和しているかどうかは、全体を見た方がいい。
●河川整備計画策定段階において、具体的な整備メニューは関係者と合意には至っておらず、イメージパース等を示すことは困難。

○貯留施設の効果が、時間雨量65ミリ程度の降雨で25m3/sであり、基本高水のピーク流量の配分では20m3/sとなっているのはなぜか。
●基本高水のピーク流量の算出では、府の将来目標である時間雨量80ミリ程度を対象としており、貯留施設は、当面の治水目標である時間雨量65ミリ程度に最適な設定を想定している。このため、貯留施設のいくつかは、時間雨量80ミリ程度で効果を発揮しておらず、このような数字になっている。

○河川の周辺の土地利用や地域によってソーニングを行い、どのような河川にするのかを記述すべき。
●住吉川の煉瓦館周辺については特徴的であり、ある程度の書き込みをしている。それ以外のところについても修文を行いたい。

○希少種だけではなく、多様な生物が生育できる環境が重要。
○河川整備計画（変更原案）について、委員意見を踏まえて微修正を行い、住民意見聴取に進むこと。
(2) 大和川水系石川ブロックの河川整備計画（原案）について
○水質について飛鳥川が悪いが、原因は特定できているのか。
●周辺に工場が立地しており、現在も継続して担当部局が指導している。

○正常流量の確保について、井堰の統合であるとか、慣行水利を許可水利に切り替えるなど、どのようにしていくのか。
●水利権のほとんど慣行水利であり、許可水利に切り替わらないのが現状。これからも関係者と協議を進めたい。

○石川の井堰に対し、魚道があると「遡上可能」と評価しているが、魚道は機能しているのか。
○石川と支川の合流点に落差はないのか。また、農地面積の予測はどうなっているか。

●いくつかの支川合流点には落差が存在しており、魚道等の対策はしていない。農地面積について、計算による予測はしていないが、減少傾向にある。

○みお筋と深掘れは別のもの。深掘れが進行すると、陸域と水域が二極化してしまう。改修イメージ図をみると、二極化が進行しそうな断面になっている。現在の状態がいいのかどうか、過去に遡って状態を把握する必要がある。
○中小河川では、護岸を設置すると深掘れが起こりやすく、二極化が進行しやすい。二極化を防止するには、砂州を耕すなどのこまめな対策が必要。
○実際の工事では、施工管理・出来高管理の関係から、河床が平に施工されやすい。また、ある程度二極化が進行しても、水域には水生生物は存在している。維持管理上の工夫や順応的な対応が必要。
○石川ブロックの環境面・景観面等について、委員の意見等を河川整備計画（原案）に反映させた上で、次回以降に継続審議とする。
(3)淀川水系淀川左岸ブロックの河川整備計画（変更原案）について

○縦断的な連続性について、淀川本川との合流点の落差はどうするのか。
●淀川の河川整備計画でも対策が謳われており、国と協議を行う。
○計画的な維持管理とは、どのようなものか。河川整備をして護岸を設置すると、維持管理すべき対象が増加することになる。
●維持管理の優先順位付けをして、計画的に順次対策を行うというもの。府では過去から災害復旧などでほとんどの河川に護岸が設置されており、河川整備をするほど維持管理が増えるということはない。

○「河川の有する多面的な機能」という表現があるが、治水・利水・環境以外の河川の機能があるのか。
●治水・利水・環境を意識して記載している。修正を行いたい。
○淀川左岸ブロックの環境面・景観面等について、委員の意見等を河川整備計画（変更原案）に反映させた上で、次回以降に継続審議とする。
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